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今
夏
八
月
北
平
文
献
館
を
訪
れ
た
時
、
種

々
貴
重
な
史
料
を
観
る
を
得
て
甚
だ
羨
望
に

堪
へ
な
か
っ
た
が
、
就
中
余
の
注
意
を
惹
い

た
の
は
、
痛
文
老
鶴
の
原
鶴
冊
、
二
穏
の
木

牌
及
び
一
片
の
紅
夷
砲
開
係
の
文
書
０
三
で

あ
っ
た
。

　

浦
文
老
槽
が
清
初
太
岨
太
宗
二
代
０
満
洲

文
で
書
か
れ
た
最
も
貴
重
な
記
録
で
あ
る
事

之
に
無
圈
鮎
本
と
加
圈
鮎
本
と
０
二
種
あ
る

事
は
、
概
ね
知
ら
れ
て
居
る
が
、
此
二
種
本

が
乾
隆
の
浮
書
本
で
、
其
の
原
鶴
冊
が
北
平

故
宮
に
在
っ
た
事
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
居
な

か
っ
た
。
然
も
此
０
原
鶴
冊
は
先
年
清
史
館

賞
録
庫
等
々
に
所
蔵
さ
れ
た
各
種
の
貴
重
な

典
籍
記
録
と
共
に
張
學
良
０
手
に
よ
り
て
南

遷
さ
れ
、
容
易
に
寓
目
の
機
會
な
き
も
の
と

　
　

鴛

　
　

淵

　
　
　
　

一

案
ぜ
ら
れ
た
が
、
思
ひ
掛
も
な
く
今
夏
文
敵

館
に
於
て
之
を
観
る
を
得
た
事
は
余
の
絶
大

の
幸
と
す
る
所
で
あ
る
。
仝
冊
三
十
七
本
、

形
は
大
小
様
々
で
あ
る
が
大
概
長
方
形
美
濃

紙
型
で
、
一
本
の
枚
数
も
不
同
で
あ
る
が
仝

葉
散
は
五
百
胎
枚
に
及
ん
で
居
る
。
紙
は
元

来
薄
汚
い
上
に
煤
け
て
居
･
S
-
'
N
、
具
に
三
百
年

前
清
朝
興
起
時
代
０
香
を
放
つ
が
如
く
、
未

開
で
あ
っ
た
往
時
を
偲
ぶ
に
相
庖
は
し
い
。

其
０
標
冊
０
中
、
天
聴
六
年
迄
は
無
圈
鮎
字

（
蒙
古
宇
そ
の
ま
Ｘ
）
を
以
て
書
か
れ
、
同
七

年
以
後
は
加
圈
陥
学
と
チ
ヤ
ン
ポ
ン
に
書
か

れ
て
居
る
事
は
、
本
誌
第
二
読
に
今
西
學
士

の
紹
介
し
た
李
徳
啓
氏
の
阿
済
格
征
明
０
木

牌
に
於
る
と
同
様
で
あ
る
。
目
下
李
氏
の
手

に
よ
り
浮
書
本
無
圏
鮎
老
槽
と
比
較
校
合
中

で
あ
り
、
何
れ
遠
か
ら
ず
其
０
成
果
に
接
し

得
る
と
思
ふ
が
、
果
し
て
仝
醒
に
於
て
浄
書

本
に
訂
正
の
跡
あ
り
や
、
そ
れ
が
ど
の
位
の

程
度
で
あ
る
か
、
一
刻
も
早
く
知
り
度
と
思

ふ
と
共
に
、
其
原
槽
冊
の
影
寫
等
０
事
に
よ

り
余
等
も
自
由
に
之
を
手
に
し
て
、
此
貴
重

な
文
献
の
充
分
な
る
研
究
０
な
さ
れ
る
日
の

近
か
ら
ん
事
を
所
っ
て
止
ま
な
い
。
倚
之
に

開
し
て
は
十
月
印
行
の
「
文
献
特
刊
」
の
報

告
の
欄
を
參
照
さ
れ
ん
事
を
希
望
す
る
。

　

第
二
の
二
種
の
木
牌
は
、
一
は
縦
二
十
五

糎
、
横
四
糎
の
扁
平
の
も
０
、
他
の
一
は
縦

十
六
糎
、
横
一
・
五
糎
、
厚
一
・
五
糎
の
方
形

に
近
い
も
０
で
あ
っ
て
、
ど
れ
亦
加
圈
陥
無

圏
鮎
雨
字
の
混
書
で
あ
る
事
は
阿
済
格
の
木

牌
と
同
一
で
あ
る
。
そ
の
内
容
も
前
者
は
明

へ
の
征
戦
に
闘
し
た
も
の
ら
し
く
十
一
月
六

日
・
七
日
に
亙
っ
た
戦
勝
の
記
事
と
思
は
れ

後
１
　
は
山
海
開
よ
り
の
逃
来
の
事
と
征
戦
捕

儒
の
事
を
注
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
Ｏ

賓
偕
不
分
明
の
鮎
多
い
の
で
何
れ
後
日
研
究
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し
て
後
、
機
を
見
て
登
表
し
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　

第
三
は
紅
夷
砲
に
闘
し
た
一
片
の
文
書
で

　
　
　

縦
五
十
六
糎
、
横
十
六
・
四
糎
。
朱
書
四
行

　
　
　

に
認
め
ら
れ
て
居
る
。
乃
ち
之
を
邦
譚
す
れ

　
　
　

ぽ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

ｊ
八
月
初
二
日
ｊ
ａ
ｉ
　
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｙ
遣
は
せ
り
。

　
　
　

～
固
山
額
員
宗
室
ｂ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ｕ
に
具
へ
た
り
。

　
　
　
　

汝
等
０
四
十
紅
夷
〔
砲
〕
に
鉛
を
鎔
ん
と
す

　
　
　
　

Ｉ
・
錫
一
萬
（
垢
％
彭
樋
）
一
万
・

　
　
　

灸
薬
一
萬
四
９
　
（
に
野
認
歿
年
鉛

　
　
　
　

七
百
〔
斤
〕
。
此
處
に
て
錆
れ
ぽ
紅
夷
〔
砲
〕

　
　
　
　

の
口
に

　
　
　

皿
合
せ
ざ
る
に
よ
り
汝
等
を
合
せ
し
め
て
錆

　
　
　
　

よ
と
坦
り
去
ら
せ
ぬ
。

　
　
　

第
四
行
の
意
味
明
白
を
訣
い
て
居
る
が
、
仝

　
　
　

鰹
が
紅
夷
砲
製
造
０
命
令
書
と
言
つ
た
も
Ｏ

　
　
　

で
あ
る
事
は
疑
な
が
る
べ
く
、
四
十
の
砲
を

　
　
　

造
る
に
要
し
た
と
思
は
れ
る
鉛
・
錫
・
火
薬

　
　
　

０
量
を
知
る
時
、
営
時
砲
０
製
造
の
費
用
や

O
S

　
　

技
術
０
如
何
は
自
ら
推
測
し
得
ら
れ
る
と
思

Ｓ

　
　

ふ
゜
右
文
中
の
八
月
二
日
と
い
ふ
の
は
何
年

を
指
す
か
詳
か
で
な
い
が
、
清
太
宗
賓
録
崇

徳
七
年
の
條
を
見
る
に
、

　

八
月
戊
戌
朔
。
己
亥
命
梅
勒
章
京
馬
光
輝

　

孟
喬
芳
、
串
劉
之
源
固
山
下
楊
名
高
、
咀

　

深
潤
固
山
下
李
茂
、
陥
國
頼
固
山
下
洛
國

　

印
、
石
廷
柱
固
山
下
金
玉
和
、
臭
守
進
固

　

・
山
下
孫
徳
盛
、
金
礪
固
山
下
村
永
盛
、
巴

　

顔
固
山
下
高
揚
極
・
墨
爾
根
蝦
、
李
國
翰

　

固
山
下
揚
文
魁
、
及
鋳
碓
匠
牛
豪
章
京
金

　

世
昌
・
王
天
相
等
、
往
錦
州
鋳
紳
威
大
将

　

軍
碓
。

　

（
開
國
方
略
は
墨
爾
根
蝦
を
侍
衛
と
譚
し
て

　

李
國
翰
に
繋
け
て
居
る
が
、
狽
立
の
人
名

　

と
見
ら
れ
ぬ
で
も
な
く
暫
く
疑
を
存
し
て

　

訟
く
）

と
あ
っ
て
、
八
月
巳
亥
肺
ち
二
日
に
錦
州
で

鋳
砲
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。
故
に
此
ｏ
日
時

ｏ
一
致
か
ら
し
て
右
ｏ
文
書
を
此
時
の
も
の

と
す
れ
ば
、
錆
砲
に
闘
す
る
具
醒
的
内
容
を

示
し
た
も
？

考
へ
ら
れ
る
。
倚
文
中
ｂ
ａ
ｉ
ｎ
t
ｕ
と
い
ふ
の

は
賞
録
の
巴
顔
に
富
る
と
見
ら
れ
ｔ
ｓ
ｒ
ｓ

は
「
再
び
錦
〔
州
〕
」
と
詳
し
得
る
と
す
れ
ば

雨
者
合
致
せ
ぬ
で
も
な
い
が
、
今
断
言
し
得

ず
、
唯
此
に
資
料
を
提
供
し
て
識
者
の
參
考

に
供
す
る
事
に
止
め
た
い
。

　

以
上
三
種
だ
け
を
此
に
記
し
た
が
、
之
に

っ
け
て
も
今
後
文
献
館
の
橋
案
整
理
０
業
が

進
捗
す
る
に
っ
れ
て
、
従
来
の
経
過
に
徴
し

て
如
何
な
る
も
０
が
震
見
さ
れ
る
か
慄
測
出

来
ぬ
事
を
考
へ
る
と
き
、
清
初
史
乃
至
は
清

朝
仝
史
の
研
究
の
前
途
益
々
遼
遠
で
あ
･
＝
Ｎ
、

愈
々
多
忙
な
る
を
思
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
っ
て
、
新
開
拓
０
業
が
余
等
に
残
さ
れ
た

大
役
で
あ
る
を
思
ひ
、
微
力
に
鞭
ち
て
努
力

せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
事
を
切
に
感
す
る
０
で
あ

る
。

　
　
　
　

（
昭
和
一
〇
・
こ
Ｉ
・
三
〇
）
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